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　大正期日本外交史に関する問題は多岐にわたり、様々な角度からの接近が可能である。しかし、
後藤新平を中心に大正期日本外交史を考察することも、ひとつの方法であると考えられる。異色
の著書『近代日本外交思想史入門：原典で学ぶ17の思想』（ミネルヴァ書房、1999年）において、
関静雄教授は、近現代日本の外交思想について17の、外交思想にかかわる原典を挙げて抜粋を提
示するとともに詳しい論評を加えている。これらの原典のうち、大正期に関係するものは、山県
有朋『山県有朋意見書』、宮崎酒天『三十三年の夢』、原敬『原敬日記』である。そこでは、後藤
新平は取上げられていない。また、関静雄教授の別の著書『大正外交：人物に見る外交戦略論』
（ミネルヴァ書房、2001年）においても、宇垣一成、原敬、幣原喜重郎ほか、また外交評論家と
して清沢洌、池崎忠孝が取上げられているが、後藤新平は同書でもやはり取上げられていない。
　ここでは、寺内内閣（1916年10月一1920年9H）の外相をつとめた他、異色の政治家として活
躍した後藤新平に焦点を当てたい。後藤は本野一郎の後任として1918年4月に外相に就任したが、
同年9月には寺内内閣が原敬首相ひきいる原内閣と交替したために、外相としての任期は短く、
特色ある外交を展開する時間的余裕を与えられなかった。後藤の特色は、在米ドイツ人エミール・
シャルクのドイツ語の著書『諸民族の競争』（1905年）を台湾民政長官時代に読んで、そこに示さ
れたアメリカ合衆国の世界的覇権確立の予想に触発されて発想した「新旧大陸対峙論」にもとつ
く行動に求められる。
　後藤は、ロシア革命以前に、「新旧大陸対峙論」にもとついて、帝政ロシアとの提携を模索し、
伊藤博文に「新旧大陸対峙論」を説いて、伊藤を動かしてハルビンでのロシアの政治家ココフツ
ォーフとの会見を実現させた。しかし伊藤は同地で暗殺され、後藤の構想は実らなかった。1917
年11月にレーニンを指導者とするロシア革命が勃発して、日露同盟論を説いて第四回日露協商を
1916年7月に外相石井菊次郎の手で実現させた元老山県有朋も、日露同盟論については沈黙せざ
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るをえなくなった。ところが、後藤新平は、ロシア革命後の共産主義国家ソ連とも「新旧大陸対
峙論」実現の道を模索し、東京市長の地位をなげうってまで、ソ連の外交官ヨッフェを日本に招
致するために尽力した。右翼勢力の反対と、右翼勢力による暗殺の危険をも顧みずに奔走した結
果、1923年2月、ヨッフェの来日は実現し、1925年1月の日ソ国交樹立に通じる基礎が構i築され
た。
　後藤の「新旧大陸対峙論」にもとつく日ソ提携論は、ワシントン体制打破をめざすものであり、
原敬以来、ワシントン体制遵守を国是とした、外相幣原喜重郎に代表される霞ヶ関外交の主流と
真正面から対立するものであった。病後の身を押して1928年1月にスターリンとの会見にまで漕
ぎ着けはしたけれども、後藤の外交思想が実現することはなかった。けれども、異色尽くめの後
藤の軌跡をたどることは、大正外交史に側面からの照明を当てる意味を有すると考えられるので
ある。拙著『ユーラシア外交史研究』（河出書房新社、2000年）第1部「ユー一一・一ラシア外交史の試み」
第5章「後藤新平の『新旧大陸対峙論』」における考察をさらに深めることをも念願している。
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